
様式２

令和３年度事業報告書

公の施設名称 友愛の家

施設の設置目的、

役割
障がい者及び障がい児の福祉を総合的に増進する施設

施設の所在地 岡崎市欠町字清水田６番地３

施設規模
敷地面積：28,740.27 ㎡

建物面積：2,575.18 ㎡

指定管理者

名 称：岡崎ウェルフェアサポート株式会社

所在地：岡崎市日名中町６番地１

代表者：代表取締役 澄川 弘人

指定期間 平成 30 年４月１日か令和１６年３月 31 日まで

１ 事業の実施状況

（１）実施状況

●講座

①定期講座

【文化講座】

講座名 実施回数 利用人数（延べ）

こころ落ち着く書道① １２ ８２

こころ落ち着く書道② １２ １０２

こころ落ち着く書道③ １２ ９５

こころ落ち着く書道④ 1２ １１６

季節を感じるいけばな① １２ ６２

季節を感じるいけばな② １２ １１７

実用筆ペン① １１ ４４

実用筆ペン② １２ ７７

子どもペン習字① １０ １７

子どもペン習字② １２ ５７

めざせ美文字ペン習字① １２ ９９

めざせ美文字ペン習字② １２ ７４

めざせ美文字ペン習字③ １２ ９６

はじめてのパッチワーク ２１ １６５

フラワーアレンジメント １２ １１０

季節の絵手紙 １２ ７９
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俳句入門 １２ ５１

色鉛筆アート① １２ ６７

色鉛筆アート② １２ ７５

楽しい絵手紙 １２ ７６

はじめての絵手紙 １２ ９３

たのしい将棋 １２ ６５

紙バンドで編むエコクラフト① １２ １０７

紙バンドで編むエコクラフト② １２ ８１

やさしいあみもの① １２ ８８

やさしいあみもの② １２ ８５

水彩画 １２ ８１

楽しい切り絵① １２ ９２

楽しい切り絵② １２ ９１

わくわく楽しいデジカメ １２ ７０

やさしいおりがみ １１ ２６

伝統のおりがみ １２ ９０

パステルＮＡＧＯＭＩアート １２ ７６

こころを伝える筆文字① １１ ８２

こころを伝える筆文字② １１ ７４

和紙で彩るちぎり絵 １１ ８７

友愛短歌 １２ ６６

ちぎるこねるくっつける陶芸 １２ ８２

大人のぬりえ １２ ７４

一から学ぶ英会話 ２３ ９７

チャレンジ英会話 ２３ １３７

パソコンを楽しもう ２４ １８１

e スポーツを楽しもう① ８ １４

e スポーツを楽しもう② １２ ２４

演歌の花道カラオケ① ３ １７

演歌の花道カラオケ② ３ １１

演歌の花道カラオケ③ ３ １１

基礎から学ぶカラオケ① ３ １２

基礎カラ学ぶカラオケ② ３ １２

こころはずむ合唱 ３ １７

リコーダーをもう一度 ３ １０

うたごえサロン ３ １１

ヤンヤン歌うカラオケ① ３ １８

ヤンヤン歌うカラオケ② ３ １８

創作締め太鼓① １１ ９０

創作締め太鼓② １１ １０５
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音色を楽しむハーモニカ ２ ７

【スポーツ講座】

講座名 実施回数 利用人数（延べ）

健康 1！2！3！① １２ ９０

みんなで上達ダーツ １２ １２９

３B スマイル体操① １２ ９３

３B スマイル体操② １２ ４４

リラックス太極拳① １２ ８６

リラックス太極拳② １２ ９４

リフレッシュピンポン① ８ ５２

リフレッシュピンポン② ８ ４１

はじめて踊るフラダンス １１ ９４

楽しく踊ろうダンス ７ ７１

レッツダンス① １5 177

レッツダンス② 15 113

よさこいダンス 4 55

スポーツ吹矢① 4 23

スポーツ吹矢② 4 15

やさしい健康体操① 8 84

やさしい健康体操② 9 98

リンパを開いてストレッチヨガ①—Ａ 12 100

リンパを開いてストレッチヨガ①—Ｂ 12 55

リンパを開いてストレッチヨガ②－Ａ １２ ７８

リンパを開いてストレッチヨガ②－Ｂ １２ ６９

イスに座ってできるやさしいヨガ １２ ８８

サウンドテーブルテニス 12 41

わくわくレクリエーション 9 58

健康フラダンス 12 61

フライングディスク 5 58

小学生スイミング② 4 11

小学生スイミング③ 2 6

キッズダンス① 14 113

キッズダンス② 14 95

スイミング② 4 35

スイミング③ 2 22

ゆうあい体操 4 56

３Ｂふれあい体操① ０ ０

３Ｂふれあい体操② ５ １５

元気ハツラツ体操 12 136
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ゴーゴーボウリング 5 20

脳トレ＆笑いヨガ① 9 72

脳トレ＆笑いヨガ② 9 62

バスケットボール ４ ４８

サッカー ３ ３４

大人のバドミントン ５ １５

バドミントン ５ ５０

レクリエーションボッチャ ８ ８５

【支援者スキルアップ講座】

講座名 実施回数 利用人数（延べ）

親のしゃべり場 １１ ４３

楽しい手話（前期） １２ ８８

楽しい手話（後期） １１ ９４

仕事と生活に活かすパソコン ２３ １８４

話し方講座 １２ ７２

バランスボール １２ １２０

②短期・単発講座

【文化講座】

講座名 実施回数 利用人数（延べ）

季節の寄せ植え講座 ４ ６７

つまみ細工講座 ３ ２７

糸掛け曼荼羅講座 ２ ７

道化文字講座 １ ７

整膚講座 ２ １５

経験者のパッチワーク ６ ２３

掃除のやり方 １ ３

【自立支援講座】

講座名 実施回数 利用人数（延べ）

視覚障がい者生活講座 １２ ３７

教えて！理学療法士さん 講座 ４ １８

メイク ５ ２２

精神障がいのあるかたのしゃべり場 １１ １４

高次脳機能障がい講座 ２ １７

聴覚障がい者生活講座 ４ １４

名前をきれいに書けるようになろう講座 １ ６

クッキング ６ ２１
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【教養講座】

講座名 実施回数 利用人数（延べ）

防災講座 1 １１

写経 ２ １９

【支援者スキルアップ講座】

講座名 実施回数 利用人数（延べ）

学びはじめの算数 １ １１

【ボランティア養成講座】

講座名 実施回数 利用人数（延べ）

ボランティア講座 １ ３

○障がい別講座利用者数（延べ）

身体障がい 知的障がい 精神障がい 難病等 障がい児 支援者

3．８６３ １．４６１ ３３６ ８３ ３９１ １．１６０

●イベント

開催日 イベント名 実施回数 利用人数（延べ）

4/29 パラスポーツ体験会 １ １０

5/2 e スポーツ体験会 １ ３５

5/2 スポーツ鬼ごっこ １ ３５

６/３０、9/29 学びはじめの算数 ２ ２２

7/31 友愛謎解きゲーム １ １４８

４/14、5/12、

6/9 、 7/14 、

8/11、10/13、

11/10、11/10、

12/8 、 1/12 、

2/9、3/9

懐かしの映画観賞会 １１ ４７

7/24、10/23、

11/27 、 12/2

５、1/22、2/26、

3/26

レクボッチャしませんか ７ ６０

９/11 講演会「自分とコミュニケーショ

ンをしてみよう」

１ １１

10/30 秋の e スポーツ大会 １ ９

10/30 腰痛予防ヨガ １ １０

10/31 レクボッチャ大会秋の陣 １ ２９

11/7 さつまいも収穫体験 １ １８
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11/17 ゆうあい月見会 １ ３３

11/23、12/26 １６ｍｍ映画観賞会 ２ ３４

1/26 、 2/23 、

3/23

友愛みんなの食堂 ３ １４５

1/29～2/14 友愛まつり（作品展示） １ ——

3/12 親子で映画観賞会 １ ５９

3/29 カラオケ １ １

3/30 ダーツ １ １

3/31 カラオケマラソン １ １７

（２）事業実施に対する自己評価

令和３年度も例年同様に１日４講座以上、延べ１００種類を超える講座を計画したが、

新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から感染対策が十分でないと判断した講座につ

いては、休講の対応を取った。すべての講座の再開の判断ができたのが 1 月であったが、

再開を待ってく出さった方も多く、再開に合わせ多くの方にご利用いただくことができた。

前年度の顧客満足度アンケート結果や講座の検討委員会、日々の声などから精査をし、

人気講座の拡張、不人気講座の廃止、講座名称変更等の講座の見直しを実施した。

短期単発講座やイベントに関しては、新型コロナウイルス感染症予防のため縮小や中止

する物もあったが、工夫をしながら開催をした。夜の利用拡大を狙ったヨガ講座や、利用

者自身が社会貢献に参加するボランティア講座なども企画し、反省点を活かし令和 4 年度

からは、複数回の開催に結びついた。引き続きニーズにこたえ、多くの方が足を運びたく

なる施設を目指す。

２ 施設の利用状況

（１）利用状況

①来館者数

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月
合 計

５，７９７ ５，２６３ ６，０１５ ５，７５０ ５，２８２ ４，９９９

10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月
６５，４６３

５，１４６ ５，８８２ ５，４５４ ５，０８８ ４，６１１ ６，１７６

②各部屋利用状況（件数）

講座 イベント
障がい者

団体
障がい者 一般利用者 管理事業者 合計

活動室１ ２４２ ６ １７ ２１ １６ ５７ ３５９

活動室２ ３７６ ３ １ ９ ０ ７ ３９６

活動室３ ２１ ２ ２２ ５３ １０ ５ １１３

多目的室 ２７９ ２０ ６０ １７ ０ ５８ ４３４

合計 ９１８ ３１ １００ １００ ２６ １２７ １．３０２

・障がい者団体…連合会関係 ・障がい者…その他障がい者団体 ・管理事業者…行政関係事業等
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（２）利用状況に対する自己評価

来館者数は令和 2 年度から新型コロナウイルスの影響が大きく、閉館等により利用者が

減少した。その影響が継続していたが、講座の再開に合わせ徐々に利用者も増えていき、

最終的には令和２年度に比べ５，０００人ほど増えた。

各部屋の利用状況は本来の目的である講座やイベント中心に各部屋を使用し、岡崎市や

施設内事業、障がい者連合関係にも有効に活用いただけている。当事者や支援者への貸出

しは、徐々に回復してきたが、一般利用者の利用は全盛期と比べると１割程度であるため、

感染症予防を行いながら多くの方にご利用いただけるよう呼び掛けていきたい。

３ 収支状況

（１）収支状況

項目 内 訳 決算額（円）

収

入

指定管理料収入 80,835,538

利用料金収入 貸館利用料、印刷室利用料等 127,160

事業収入 講座材料費等 92,500

収入 計 81,055,198

支

出

直接管理運営費
直接人件費、光熱水費、消耗印刷費、

修繕費、清掃等委託料、保険料等
42,311,034

（うち修繕費） ※精算項目 209,000

事業費 事業に係る経費 8,823,250

その他 本部経費、租税公課、当期剰余金等 29,920,914

支出 計 81,055,198

差 引 0

（２）収支状況に対する自己評価

新型コロナウイルスの感染症予防のため、年度途中まで開催できない講座があり、講師

料の支払いについて余剰金が発生したため指定管理用の調整を行った。

また、大きなイベントを開催することを控えたが、少人数で行うイベントや時間で区切

って行うなどの工夫をして開催をした。

環境的にも常時換気をすることや使用した後の「消毒の実施を行うなど感染症予防にも

努めた。年度途中までは来館時に受付で手動による検温を実施していたが、顔認識の検温

計を導入することで業務の効率化と、利用者への利便性の向上にも配慮した。

日々の消毒、入館時の手指消毒、検温計など委託当初は想定になかった支出が発生して

いるが、工夫により対応できている。
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４ 利用者アンケート結果

（１）実施概要

実施期間 回答者数 アンケート実施方法

２０２１年８月（１回目）、２０２

２年 1 月に実施（2 回目）
125 人 講座利用者に対して実施。

（２）アンケート結果概要

１．本人（利用者様）の性別・年齢

男性：５２ 女性：５７ 記入無：１６

10 歳以下：７ 10 代：１０ 20 代：２３ 30 代：８ 40 代：１６ 50 代：１１

60 代：１５ 70 代：３１ 記入無：１４

２．講座の種類は満足して頂けていますか

良い：７８ まあまあ良い：２５ 普通：１１

あんまりよくない：１ 良くない：１ 記入無：９

３．新しく開催を希望する講座はありますか

ある：４３ ない：６０ 記入無：２２

４．講座について見直しを希望する点はありますか

ある：２０ ない：８４ 記入無：２１

５．講座の講師の教え方はいかがですか

良い：８５ まあまあ良い：１７ 普通：７ あんまりよくない：２

良くない：１ 記入無：１３

６．職員のあいさつや言葉遣い、対応などは丁寧でわかりやすかったですか

良い：１１０ あまり良くない：４ 記入無：１４

７．清掃や整理整頓が行き届き、気持ちよく利用できましたか

良い：１０９ あまり良くない：１ 記入無：７

８．ポスターやチラシなどの掲示物は読みやすかったですか

良い：９５ あまり良くない：８ 記入無：１４

９．建物や備品で直してほしい箇所はありますか

ある：９ ない：９３ 記入無：１５
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１０．貸館について、今後施設の貸館を利用する予定はありますか

はい：２５ いいえ：３４ わからない：４８ 記入無：１０

（３）アンケート結果に対する自己評価

概ねお喜びの声を多くいただいている。しかし、講師の言葉遣いがきついという声を頂

いたため講師と直接お話しし改善に努めた。また希望要望として、現在行っている講座に

ついて開催を希望する声が複数上がった。これは、施設からの情報提供や周知が足りない

ものと理解し、開催中の講座や募集する講座がより伝わりやすくなるように工夫を進めて

いる。

５ その他自己評価

（１）利用者へのサービスに対する自己評価

総合受付には、常時 1 名以上の職員を配置し、磁気ループ、拡大鏡、コミュニケーショ

ンボード、筆談ボード等を設置し、様々な障がいの方に対応できるよう配慮している。

また、各講座に 1 名以上の職員がサポートに入り、活動の補助を行っている。その際、

利用者の方がスムーズに活動できるよう心掛け、笑顔で明るい雰囲気で参加できるよう努

めている。また、イベントの情報を玄関入り口の掲示板や各活動室に掲示、またチラシを

総合窓口や講座受付時に配布することにより、常に最新の情報をご利用者に提供できるよ

うにしている。

交流スペースに設置してあった一般開放用パソコン、図書コーナーの図書について新型

コロナウイルス感染症拡大防止の観点から交流スペースから一時撤去し、要望があったと

きに利用登録者を対象に貸出しができるようにした。約 40 種類の体験キット（ゲームやパ

ズル等）についても利用登録者または連絡先がわかるかたへのみ貸出しを行い、不特定多

数のかたが触れないような措置を取った。また、発熱時の対応などルールを作成し周知徹

底するとともに、入館時には手指の消毒の徹底と、受付での検温を徹底した。掲示などで

も感染予防の促しを行い、講座や貸出しの後に接触部分の消毒を徹底することで、新型コ

ロナウイルスの接触感染への対策も実施した。

講座の休講など開催について急遽変更となることもあり、講座受講者すべてに口頭や電

話連絡などの手段を用いて講座開講状況を伝え、情報の行き違いがないように周知した。

（２）利用者のニーズ把握に対する自己評価

年 2 回（８月、1 月）のアンケート調査を実施し、ニーズの把握に努めた。また、次年

度の定期講座実施について、障がい者団体や関係機関と企画運営会議（８月、10 月）を開

催し、様々な立場からの意見をいただき、反映させた。

また、ご意見箱を常設し、５件のご意見が寄せられた。これらに対して誠実に返答を行

い、受講中の参加者の会話について寄せられた声などに対処するなどを行った。

（３）苦情対応等に対する自己評価

法人の苦情解決規程に基づき、苦情解決責任者及び苦情受付担当者を任命し、第三者委
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員会を設置している。

苦情があった場合は、苦情受付初期対応マニュアルに沿って迅速かつ丁寧に対応した。

また、ご意見箱を設置し、苦情に繋がる意見に対しては、一定期間その回答を掲示板に掲

示し、周知するとともに、サービスの質の向上に努めた。
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